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訪
問
日 

平
成
１８
年
１
月

１９
日
（
木
） 

訪
問
先 

㈱
タ
ニ
チ 

田
能
工
場
（
田
能
ウ
シ
ロ
田
） 

説
明
者 
北
舎
眞
澄
工
場
長 

内 

容
： 

寒
天
業
が
摂
津
の
国
へ
伝

播
し
た
の
は
天
明
年
間
（
或
は

明
和
年
間
）
で
、
大
阪
府
島
上

郡
原
村
（
現
在
の
高
槻
市
）
の

美
濃
国
加
納
藩
主
永
井
家
の

領
地
で
宮
田
半
兵
衛
が
、
こ
の

土
地
が
地
勢
、
気
候
、
水
質
等

寒
天
製
造
の
条
件
に
最
も
適

し
て
い
る
事
か
ら
、
原
藻
の
配

合
や
製
造
法
に
工
夫
を
凝
し

て
立
派
な
寒
天
を
製
造
す
る

様
に
な
っ
た
。 

現
在
、
高
槻
で
伝
統
を
引
き

継
ぎ
寒
天
を
作
っ
て
お
ら
れ

る
の
は
、
タ
ニ
チ
田
能
工
場
だ

け
で
す
。 

寒
天
は
寒
い
時
期
の
み
し

か
作
れ
ま
せ
ん
。従
っ
て
１
月

の
下
旬
を
選
び
ま
し
た
。 

 
  
 

近
年
、
温
暖
化
の
影
響
が
こ
の

寒
天
製
造
業
に
も
影
響
し
、
１

月
下
旬
の 

一
番
寒
い
時
期
で

も
少
し
し
か
製
造
さ
れ
ず
、
工

場
見
学
を
お
願
い
し
た
最
初
、

タ
ニ
チ
田
能
工
場
は
観
光
す

る
と
こ
ろ
で
な
い
、
昔
は
田
ん

ぼ
一
面
に
寒
天
干
し
を
し
て

い
た
が
、
そ
れ
を
想
定
し
て
こ

ら
れ
る
の
で
今
は
見
学
者
を

受
け
入
れ
て
い
な
い･･･

と
言

わ
れ
た
が
、
お
願
い
し
た
し
だ

い
で
す
。 

最
近
、
異
常
な
ブ
ー
ム
で
、

品
薄
に
な
り
、
価
格
が
沸
騰
し

て
も
、
長
い
取
引
の
得
意
先

（
和
菓
子
屋
）
に
は
常
に
品
質

を
揃
え
、
価
格
も
努
力
し
て
納

入
を
続
け
て
お
ら
れ
る
と
の

こ
と
で
す
。
北
舎
工
場
長
は
、

長
年
寒
天
作
り
に
専
念
さ
れ

て
お
り
、
当
日
は
、
風
邪
気
味

に
も
拘
ら
ず
、
寒
風
の
中
で
丁

寧
に
説
明
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
本
当
に
有
難
う
御
座

い
ま
し
た
。 

田
能
地
区
は
、
バ
ス
の
本
数

が
少
な
い
で
す
。 

バ
ス
を
待
つ
時
間
に
寒
さ
を

吹
き
飛
ば
そ
う
と
森
林
公
園

ま
で
歩
き
出
す
始
末
で
す
。 

こ
の
く
ら
い
寒
い
と
こ
ろ
で

な
い
と
寒
天
作
り
に
適
し
て

い
な
い
の
で
す
ね
。 

樫
田
地
区
と
は
、 

 

標
高
３
２
０
〜
３
７
０
メ

ー
ト
ル
の
高
原
地
帯
に
あ
り

ま
す
。
気
候
は
宮
城
県
の
仙
台

と
よ
く
似
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

芥
川
上
流
に
あ
る
田
能
を

中
心
に
し
た
旧
５
ケ
村
（
出

灰
・
中
畑
・
田
能
・
二
料
・
杉

生
）
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
５
ケ
村
は
明
治
４
年
に
京

都
府
桑
田
郡
（
現
在
に
南
桑
田

郡
）
と
な
り
、
明
治
３３
年
町
制

お
こ
な
わ
れ
、
樫
船
神
社
の
樫

と
田
能
の
田
を
取
っ
て
「
樫
田

村
」
と
し
ま
し
た
。 

高
槻
市
と
の
合
併
は
、
１
９

５
６
年
（
昭
和
３１
年
）
新
市
町

村
建
設
促
進
法
に
よ
り
、
１
９

５
７
年
に
府
県
を
ま
た
が
る

越
境
合
併
で
す
。 

樫
田
地
区
は
、
戦
前
は
も
ち

ろ
ん
戦
後
昭
和
３０
年
代
前
半

ま
で
は
薪
炭
の
生
産
を
主
体

と
し
て
米
作
や
松
茸
の
生
産

に
よ
っ
て
経
済
を
支
え
て
来

た
の
で
す
が
、
同
時
に
こ
れ
ら

が
共
に
破
壊
し
て
し
ま
っ
た
。 

仕
方
な
し
に
若
い
労
働
者
は

会
社
そ
の
他
へ
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
と
し
て
就
職
す
る
よ
う
に

な
り
、
活
気
を
失
い
人
口
は
減

少
し
て
い
っ
た
。 

昭
和
５４
年
緑
の
村
整
備
事

業
や
林
業
構
造
改
善
事
業
が

実
践
さ
れ
、
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
た
こ
の
地
域
に
、
し
ょ
う
ぶ

園
や
森
林
観
光
セ
ン
タ
ー
、
せ

せ
ら
ぎ
の
里
や
二
料
山
荘
の

あ
る
観
光
農
業
と
し
て
次
第

に
活
気
あ
る
村
づ
く
り
が
進

ん
で
き
た
。 

田
能
： 

芥
川
の
上
流
、
田
能
川
沿
い

の
丹
波
街
道
筋
に
当
た
り
ま

す
。
古
く
は
皇
室
領
庄
園
、
現

亀
岡
の
矢
田
庄
ま
た
は
別
院

庄
か
ら
の
分
郷
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。 

江
戸
時
代
に
は
丹
波
亀
山

藩
領
４
０
０
石
余
。
丹
波
に
緑

が
深
く
、
鎮
守
社
で
あ
る
樫
船

（
カ
シ
フ
ネ
）
神
社
も
矢
田
の

鍬
山
神
社
と
密
接
す
る
。 

田
能
は
盆
地
で
寒
天
製
造

に
適
し
て
い
ま
し
た
。 

出
灰
（
い
ず
り
は
）： 

芥
川
上
流
の
出
灰
川
添
い

に
有
り
ま
す
。
古
来
石
灰
を
産

し
、
朝
廷
に
納
め
て
い
ま
し
た
。 

領
主
は
田
能
と
同
じ
で
約
６０

石
。
産
土
神
と
し
て
ス
サ
ノ
オ

神
社
が
あ
り
ま
す
。 

中
畑
： 

芥
川
の
最
上
流
、
中
畑
川
沿

い
に
あ
る
元
２
０
０
石
の
村
。

柳
谷
観
音
の
巡
礼
道
で
す
。 

二
料
： 

田
能
の
西
、
安
威
川
の
上
流

に
な
り
ま
す
。
田
能
の
名
主
・

藤
井
神
社
（
鹿
爪
権
現
）
が
あ

り
、
田
能
の
一
部
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
９０
石
余
。 

杉
生
： 

安
威
川
の
最
上
流
。
古
く
か

ら
遍
路
道
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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わ
が
ま
ち
紹
介 

心
や
す
ら
ぐ
自
然
の
ま
ち 

 
 
 
 

寒
天
の
里
（
寒
天
工
場
訪
問
） 

２月度行事予定  
工場で野菜栽培：水気耕栽培（ハイポニカ） 
月  日：平成１８年２月１６日（木） 

場  所：協和・ハイポニカ研修センター前１３：１５集合 

交通案内:市バスＪＲ高槻駅⑤のりば 関大行き１２：５０発 

清福寺下車 バスの進行方向へ約5分左手に温室がある。 

３月度行事予定 
古代のロマンのまち：古曽部地区 

月  日：平成１８年３月１６日（木）１３：００集合 

集合場所：西武デパート２階・橋上入口・エレベータ前 

行  先：昼神車塚古墳→乾性寺→伊勢寺→日吉神社 

→文塚→ 不老水→古曽部窯跡 →伝能因法師墳 

たかつきフェスタ 

２００６ に参加しよう！、市民公
益活動団体が開催（目的） 

① 活動内容と意義を知ってもらう 

② 団体間のネットワークづくり 

③ 行政との協働づくり 

日 時；平成１８年３月４日 

９：４５～１７：００ 

ＶＧ槻輪としては 

ブースに展示: 

活動内容写真・肌で感じる環境 

  スタンプラリー：(市民との交流) 

  団体紹介冊子に掲載 

 掲示板に会員募集掲示 

 


